














と言及するように、本来、漢文体で書くはずの「 」 、長明がわざわざ和漢混淆文体の「記」に変更し いたことである。新しい文体を創出して「 」を 営みが、長明の表現者としての意欲的な試みであったことは想像に難
































春は 「藤波」 を聖衆来迎の際に 「西方」 にたなびく 「紫雲」
































































































の敬愛する経信の琵琶に関する数奇説話に、 『古今著聞集』巻十九「大宰帥 任官下向の途、筑前筵田の駅にして、館前の槻を伐りて観月 事」がある。
　
経信卿、大宰の帥に任じて下向の時、八月十五夜に
筑前の国筵田駅につきたりけるに、天晴れ、月あきらかなるに、館の前におほきなる槻ありけり。枝葉ひろくさしおほひて月をへだてければ、 人をめしあつめて、たちまちにその木をきりはらはせて、月にむかひて夜もすがら琵琶をかき鳴らして心をすまして、天あけぬればた れけり。かかるす 人もいまは き世な（
19）
り。






















































丈記』前半は人々の「心」の荒廃した世界であるのに対し、日野移住後の草庵生活を抒情的に表現 『方丈記』後は「ヒトリ調ベ、 ヒトリ詠 テ、 ミヅカラ情
コヽロ
ヲ養フバカリ」
という、長明の理想とした「心」の清澄な世界であった。このように『方丈記』では、居住者の「心」を軸 して、都と草庵それぞれの世界が対句の如く構成され いる。長明にとって、美的修辞を駆使して「閑居ノ気味」を書くことは、災害と苦悩に満ちた都の状況を「濁悪世」と 描き出したの は対照的 、草庵世界を極楽浄土へ向か て開かれていく聖なる空間として位置づけることを意味いた。　
では、叙事と抒情という異なる二つの側面を見せる『方














若夜シヅカナレバ、窓ノ月ニ故人ヲシノビ、①猿ノ声ニ袖ヲウルホス。クサムラノ蛍ハ、遠ク槙ノ篝火ニマガヒ、 ②暁ノ雨ハ、 ヲノヅカラ木ノ葉吹 嵐ニ似タリ。山鳥ノホロト鳴クヲ聞キテモ、父カ母カト疑ヒ、峰ノ鹿ノ近ク馴レタルニツケテモ、世ニ遠ザカルホドヲ知ル。或ハ又埋火ヲカキヲコシ 、老ノ寝覚ノ友トス。ヲソロシキ山ナラネバ、フクロフノ声ヲアハレムニツケテモ、山中ノ景気折ニツケテ尽クル事ナシ。





や『玉葉集』 見え 伝行基歌などを下敷きとして 草庵生活の夜の情景とその寂寥感を抒情的に描き出している。　
そして、右に見たような『方丈記』における美文の表現
は、 九条道家の兄慶政 より書かれた、 承久四年 （一二二二）成立の仏教説話集『閑居友』に継承さ と考えられる。
かゝる数にもあらぬ憂き身にも、松風を友と定め、白
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や「暁ノ雨」 「むら時雨」など、共通の自然の景物 よって山中の寂しさを効果的に描き出しており、さらに『閑居友』 傍線部③には 「何となく心も澄 渡り侍れば」 と見える。　
つまり、慶政は自身の感得した閑居の情趣を「心澄む」
ものとして、和歌や漢詩句を踏まえた美文により表現することを『方丈記』の草庵生活の描写から学んだのではないだろうか。 『閑居友』上巻第一話には「さても 発心集には、伝記の中にある人〳〵あまた見え侍めれど……」とあり、これはごく初期の『発心集』享受を示すものとして注






て、長明の『発心集』と慶政の『閑居友』 語り手を西行に仮託する『撰集抄』が仏教説話集と う枠組み 中で分析、評価されることが多かった。しかし がら、 『発心集』では、巻六ノ十二「郁芳門院の侍良 武蔵の野に住む事」のように和歌的発想に基づく抒情的な話は例外的で、 しろ長明が『方丈記』後半の草庵生活について、和歌や漢文の美的修辞を駆使し 讃美したことが、高貴な女性に献呈されたという『閑居友』の美文に影響を与えた可能性が高い。さらにそれは『閑居友』を介 て、隠遁への憧憬を感傷的なまでの美文で描き出し、遁世者 悟りの境地を「心澄む」の語を用いて繰り返し表現する『撰集抄』の説話の形成にも少 からず影響していると考えら である。〈注〉（１）
　

















































簗瀬一雄 『方丈記全注釈』 （角川書店、 一九七一年） 二一三頁は、






と鑑賞』六四―五、 一九九九年五月）は、 『方丈 』の庵室の描写が 『源氏物語』 の光源氏の須磨の寓居に類似する点を取り上げ、両者が『白氏文集』 「草堂記」 影響下にあると指摘する
（
14）　『唐物語』 の引用本文は、 池田利夫 『唐物語校本及び総索引』 （笠間書院、 一九七五年）所収 尊経閣文庫蔵本により、 私に句読 ・濁点を付し 漢字を宛てるなど、一部表記を改めた。
（




15前掲書所収、 「 『唐物語』 の表現形成」 八三二頁に 「 『唐物語』


























































兼良のこと、および享受史――」八八頁に「 『閑居友』 は名前こそないが『方丈記』と『池亭記』の関係以上に、仮名の自署として『方丈記』の表現との重なりが見られる。……がこ さら「 の草 庵」 するのは、 『方丈記』が自明なこととして自署に記さなかった、その長明 方丈 庵を意識したものではないかと思われる」とある。
（おかやま
　
たかひろ）
